
 

『
島
の
秋
』 

 
 
 
 
 
 

吉
田
絃
二
郎 

 

吉
田
絃
二
郎
は
、
明
治
十
九
年
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に

佐
世
保
に
移
り
住
ん
だ
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
、
対
馬
要
塞
砲

兵
大
隊
に
入
隊
し
生
活
し
た
体
験
を
も
と
に
描
か
れ
た
作
品
が
出

世
作
『
島
の
秋
』
で
あ
る
。
対
馬
の
鉱
山
の
労
働
者
（
「
親
方
」
）

が
妻
子
を
亡
く
し
傷
心
の
ま
ま
島
を
去
ろ
う
と
す
る
姿
を
、
付
き

人
の
若
者
（
「
清
さ
ん
」
）
の
回
想
を
交
え
な
が
ら
描
い
て
い
る
。

碑
文
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。 

 

「
宜 え

え
凪 な

ぎ

に
な
っ
た
や
う
ぢ
や
の
う
。」 

親
方
は
沖
を
見
な
が
ら
後
か
ら
歩
い
て
ゐ
る
清
さ
ん
に
話
し

か
け
た
。
黒
い
潮
の
上
を
幾
十
里
の
間
幾
萬
と
も
知
れ
ぬ
白
い

帆
や
紫
の
帆
が
動
く
と
も
な
く
動
い
て
ゐ
た
。 

（
後
略
） 

 

文
学
碑
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
上
見
坂
公
園
内
に
厳
原
・
美
津

島
両
町
と
対
馬
文
化
聯
盟
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。 

 

 


